
 

 

 

 

□１、この作品には、彼の人柄が如実
にょじつ

に出ている。 

→事実のとおり・ありのままに 

 

□２、いじめを黙認するとは、教師の風上
かざかみ

にも置けない。 

→行いなどが悪い相手をののしって言う言葉 

 

□３、差し出がましいまねをするな、引っ込んでいろ。 

→出すぎた感じのする様子 

 

□４、彼女は功績が認められて、一足
いっそく

跳
と

びに昇進した。 

→一定の順序を踏まずに、飛び越えて進むこと 

 

□５、昔の付き合いを忘れずに、律儀
り ち ぎ

に便りをくれる友人。 

→義理がたく、まじめな様子 

 

□６、失言で更迭
こうてつ

される閣僚が多い。 

→地位や役職についている人をやめさせて、別の人にかえること 

 

□７、優勝を目指して鎬
しのぎ

を削
けず

る両者の一戦に注目だ。 

→激しく競う 

 

□８、作曲家の苦悩が昇華
しょうか

されて生まれた名曲。 

→ある状態からより高度な状態になること 



 

□９、あんな俗っぽい人だとは思わなかった。 

→ありふれていて品がない様子 

 

□10、国民の反対を押し切って、増税が敢行
かんこう

された。 

→困難なことをあえて行うこと 

 

□11、敵の意表を突いた攻撃が功
こう

を奏
そう

する。 

→効果が現れる 

 

□12、恩人に弓を引くようなまねはできない。 

→背いて反抗する 

 

□13、福祉社会を標榜
ひょうぼう

するが、道はまだまだ遠い。 

→主義や主張を公然と示すこと 

 

□14、のんびりと名勝
めいしょう

をめぐる旅を計画する。 

→景色のすばらしい土地 

 

□15、日ごとに秋の 趣
おもむき

が深まる。 

→自然に感じられる味わい深い雰囲気 

 

□16、先生の真意がどこにあるのか捕捉
ほ そ く

しがたい。 

→つかまえること 

 

 

 


